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高校生と共働で河川環境の保全を目指します
～カニの捕獲作業～

事務所HP

阿賀野川河口部に生息するクロベンケイガニが、堤防に多くの巣穴を開け、堤

防がダメージを受けていることが判明しました。

ダメージを受けた堤防の補修と巣穴対策工事のため、工事中のクロベンケイガ

ニの生息場所が必要となったことから、新潟明訓高校の生物部の皆様のご協力の

もと、クロベンケイガニ捕獲作業と飼育を開始します。

堤防の巣穴に潜むクロベンケイガニ 巣穴が開いた堤防

場 所： 新潟市東区松浜町 下山ポンプ場排水樋門堤防（阿賀野川左岸）
参加者： 新潟明訓高校 生物部員 約１０名
日 程： ９月２６日（金）１４：００～ 概要説明、捕獲トラップ設置

９月２７日（土）１４：００～ 捕獲作業、飼育開始
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新潟県流域下水道処理場新潟空港

クロベンケイガニは主に河川の下流から河口域に生息する胴体幅40mm程度のカニです。
阿賀野川では普通にみられますが近年、水質汚染・護岸や道路建設による生息場所分断化に

よる減少が懸念されています。
クロベンケイガニが生息できる阿賀野川の環境を今後も保全することが必要です。

点検および現地の状況（巣穴から堤防内の土砂が流出）

巣穴の状況

新潟市下山ポンプ場

巣穴がクロベンケイガニによることを確認


